
今回初めての開催となったフィリピン官民ミッション
は、MEJセミナーをメインとし、保健省訪問、大
使館・JICA座談会、国立、私立双方の医療機
関の訪問など、精力的な活動を行った。 

日程：2015年10月12日~15日(4日間) 
都市：フィリピン・メトロマニラ 
参加企業(ABC順)： 

富士フイルム、富士通、ハクゾウメディカル、日
立、メディヴァ、NEC,日本光電、オリンパス、テ
ルモ、東海メディカルプロダクツ 

MEJセミナー 
日程：2015年10月13日 

場所：Pan Pacific Hotel Manila  

  世界で最も優れた健康長寿社会を達成して
いる一因となっている日本の「生活習慣病の早
期診断と治療」をテーマに実施した。 

フィリピン側より保健省、貿易産業省、フィリピン
健康保険公社、医療機関等の幅広いセグメン
トから８０名ほどの参加者を集客した。人間ドッ
ク学会と神戸大学から講師を迎えて、“日本の
健康保健システム”及び“消化器がん撲滅の活
動”についてご紹介いただいた他、参加企業から
8社に自社製品の展示いただき、日本医療を広
く訴求した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大使館・JICA座談会 
 JICAよりフィリピンの経済・医療動向に関する
ブリーフィングをいただき、参加者との活発な意見
交換が行われた。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.Luke’s Medical Center 

訪問 平成27年度医療拠点化促進実証

調査事業「マニラにおける国際先進消化器
内視鏡センター設立」プロジェクトが実施され
ている、St.Luke’s Medical Centerを視
察した。富裕層向けの病院であり、最近の機
器が多数導入されていた。 

 

 

 

 

 
 

Hi-Precision Diagnostics 

訪問 プライベートクリニック＋検体検査セ
ンターを合わせ持つ業態で、フィリピン全土で
25施設をチェーン展開している新進気鋭の
医療機関。富裕層以外にもAffordableな
価格でサービスを提供。Presidentから参加
企業にその場で製品情報や価格についての
詳細の要求があり、きわめて積極的なビジネ
スディスカッションとなった。 

まにら保健会 まにら保健会はフィリピンに駐
在している医療関係従事者の集まり(大使館の厚
労アタッシェが幹事役でWHOや医薬・医療機器
メーカーから構成)。MEJの取組を紹介するとともに、
参加者同士のネットワーキングを実施した。 

Philippine General Hospital 

訪問  フィリピンにおける国立トップ大学病院で

あるPhilippine General Hospitalを訪問し、
Dr.Saguil外来棟院長を囲んだラウンドテーブル
ディスカッションと病院視察。更新のタイミングを迎え
ている機器が多く、一部改装工事も始まっており、
目の前にビジネス機会があることを確認した。 

保健省訪問 3日目午前は人間ドックに関し

て、保健省から生活習慣病の予防と対策の担当
官Dr Meraと政策局から出席があり、ラウンドテー
ブルディスカッションを行った。その後、保健省敷地
内にある国立感染症専門病院(San Lazaro 
Hospital) を視察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

De Los Santos Medical Center
訪問 フィリピン大手投資会社のMPICグループ

傘下病院のひとつである、De Los Santos 
Medical Centerを訪問した。 DLSMCとMEJ双
方から自社に関するプレゼンと、MPICの医療機器
グループ調達スキームの紹介があり、交流を行った。
「トレーニング」と「先端技術」が先方の期待する分
野であり、協業を模索する。 
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